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衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
改
正
動
物
愛
護
管
理
法
に
基
づ
く
犬
猫
の
適
正
な
飼
養
管
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基
準
の
具
体
化
に
関
す
る
質
問

に
対
し
、
別
紙
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弁
書
を
送
付
す
る
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
改
正
動
物
愛
護
管
理
法
に
基
づ
く
犬
猫
の
適
正
な
飼
養
管
理
基
準
の
具
体
化
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
犬
種
・
猫
種
に
よ
る
個
体
差
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
繁
殖

回
数
等
に
関
す
る
数
値
基
準
」
に
つ
い
て
は
、
本
年
十
月
十
六
日
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
「
動
物
の

愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
に
係
る
省
令
案
（
飼
養
管
理
基
準
に
係
る
も
の
）
」
（
以
下
「
省
令
案
」
と
い
う
。
）
に
お

い
て
、
「
犬
を
繁
殖
さ
せ
る
場
合
に
は
、
生
涯
出
産
回
数
を
六
回
ま
で
と
す
る
と
と
も
に
、
雌
の
交
配
時
の
年
齢
を
六
歳
以

下
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
七
歳
に
達
し
た
時
点
で
生
涯
出
産
回
数
が
六
回
未
満
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
場
合
に
お
い

て
は
、
当
該
雌
の
交
配
時
の
年
齢
は
七
歳
以
下
と
す
る
。
」
及
び
「
猫
を
繁
殖
さ
せ
る
場
合
に
は
、
雌
の
交
配
時
の
年
齢
を

六
歳
以
下
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
七
歳
に
達
し
た
時
点
で
生
涯
出
産
回
数
が
十
回
未
満
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
雌
の
交
配
時
の
年
齢
は
七
歳
以
下
と
す
る
。
」
と
し
て
い
る
と
お
り
、
犬
及
び
猫
の
種
類
に
着
目
し
た

も
の
で
は
な
く
、
個
体
に
着
目
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 



 

２ 

 

 
 

お
尋
ね
の
「
具
体
的
支
援
策
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
地
方
自
治
体
に
対
し
て
、
説
明
会
や
研
修
を
開
催
し
、
省
令
案
に

基
づ
く
新
た
な
飼
養
管
理
基
準
（
以
下
「
飼
養
管
理
基
準
」
と
い
う
。
）
の
運
用
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
動
物
の
愛
護

及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
勧
告
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
等
の
行
政
処
分
に
関
し
て
は
、
地
方
自
治
体
が
実
施
し
や
す
い
よ
う
、
例
え
ば
、

行
政
処
分
を
行
う
に
当
た
っ
て
の
対
応
の
手
順
や
一
定
の
様
式
を
示
す
こ
と
等
を
考
え
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
今
回
の
省
令
案
の
運
用
に
伴
い
見
込
ま
れ
る
行
政
上
の
経
費
」
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
具
体
的
に
想
定

し
て
い
る
も
の
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
事
業
者
に
対
す
る
飼
養
管
理
基
準
等
の
遵
守
の
確
認
」
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
法
第

二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
が
行
う
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
を
通
じ
て
、
御
指
摘
の
「
指
導
監
督
体

制
の
確
保
な
ど
」
を
行
い
な
が
ら
実
施
さ
れ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
飼
養
管
理
基
準
の
運
用
に
当
た
っ

て
、
御
指
摘
の
「
行
政
コ
ス
ト
」
が
大
幅
に
増
大
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
今
後
の
具
体
的
な
対
応
策
等
」
に
つ
い
て
は
、
省
令
案
に
お
い
て
示
し
て
い
る
と
お
り
、
「
基
準
の
適
用
に



 

３ 

 

伴
う
遺
棄
、
殺
処
分
、
不
適
正
飼
養
等
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
、
繁
殖
を
引
退
し
た
犬
猫
や
保
護
犬
猫
の
譲
渡
が
促
進
さ
れ

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
」
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
「
事
業
者
が
基
準
の
適
用
に
向
け
て
犬
猫
の
飼
養
環
境
の
改
善

を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
期
間
も
考
慮
し
、
飼
養
設
備
の
規
模
、
従
業
者
の
員
数
、
繁

殖
に
係
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
経
過
措
置
に
つ
い
て
検
討
す
る
」
こ
と
を
考
え
て
い
る
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
経
過
措
置
期
間
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
取
組
」
に

つ
い
て
は
、
省
令
案
に
お
い
て
示
し
て
い
る
と
お
り
、
例
え
ば
、
「
譲
渡
促
進
の
観
点
か
ら
、
で
き
る
限
り
早
い
段
階
で
譲

渡
さ
れ
る
た
め
の
効
果
的
な
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
議
論
の
場
を
設
置
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
る
。 

六
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
犬
猫
以
外
の
哺
乳
類
、
鳥
類
及
び
爬
虫
類
に
係
る
基
準
」
の
検
討
を
行
う
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
は
未
定
で
あ
る
。 


